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お客様に真心サービスを

今
日
は
何
人
が
宿
泊
し
、
そ
の

う
ち
学
生
は
何
人
か
、
｜
般
の
お

客
様
の
部
屋
は
ど
こ
か
な
ど
、
フ

ロ
ン
ト
か
ら
の
手
配
書
で
ス
タ
ッ

フ
と
打
ち
合
わ
せ
る
や
い
な
や
、

各
自
が
仕
事
に
つ
き
ま
す
。
「
部

屋
の
掃
除
や
シ
ー
ツ
類
の
交
換
。

学
生
さ
ん
の
研
修
に
は
、
電
話
や

テ
レ
ビ
を
外
す
ご
依
頼
も
あ
る
ん

で
す
よ
」
と
チ
ー
フ
の
村
上
さ
ん
。

梅
雨
に
入
り
雨
が
多
い
た
め
、

お
客
様
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
切

り
上
げ
、
予
定
よ
り
早
く
チ
エ
ッ

ク
イ
ン
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
快
く
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
研
修
や
合
宿
で
満
室
の
日

が
続
き
、
短
時
間
の
作
業
と
気
配

り
で
、
毎
日
が
フ
ル
回
転
で
す
。

俊枝さん・高萩村上
職

鱗(㈱大心苑ルーム係･チーフ）

ただ今､午

一 一一弓
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●209号昭和52年8月 昭和50年4月
の号“"意い沁睡恥いﾄf"唾織る蕊蕊､
ある〃だ｡表紙に大きな写 ：等をは握し《"･行政への〆 ：

使ったり、文字を少なくし 積極的な市民参加を図
、担当者は、いろいろ挑戦 り、…｣ （紙面から）

工夫していたんだよ。 § のために市役所の機構

が変わりく:§編集担当は

麹黙僅… 市長室広識広聴係､つ

1

≦弓暮瀞誕箪蝋扇j〆■f■ f ■ 宙長

■曇礎号 認”簿蕊熟J､ f■謬
（昭和51年11月発行） （昭和41年1月5日発行)錘鈴;’、

宗の溌民活動課に
､骨噂 ､ : ､ ､ ] ,

”

竃v糠<:‘んだよ。”3”号
(昭和60年2月発行）
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ゞ,_ 謹蕊
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鳶
老
い
こ
ろ
の
菰
グ

…

篝撒澱蕊

ｲ
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鍼唇 へ
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瀞
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弾
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｡、鵜感'P , 蝉一 吋 ．

: ‘､, 拳賑 ，齢 ..､峰葱繩忽耳添

男3人兄弟の真ん中の揚石知也<ん
（赤浜・昭和60年2月6日生）

サッカーに夢中の岩瀬秀明さん

（島名・昭和51年11月5日生）

一人暮らしにあこがれる豊田あけみさん
（上手綱・昭和41年1月4日生）

三
年
前
、
母
が
入
っ
て
い
る

マ
マ
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

市
報
に
載
っ
た
と
き
に
、
僕
も

読
ん
だ
よ
。
今
は
サ
ッ
カ
ー
に

夢
中
で
、
そ
れ
に
関
す
る
本
類

は
欠
か
さ
ず
読
ん
で
る
ん
だ
。

興
味
あ
る
も
の
が
載
っ
て
い
る

と
、
市
報
も
読
む
ん
だ
け
ど
ね
。

市
報
は
、
ぼ
く
が
隣
の
家
に

回
覧
す
る
ん
だ
。
お
母
さ
ん
は

良
く
見
て
い
て
「
何
が
の
っ
て

い
る
よ
」
っ
て
話
し
て
く
れ
る

れ
だ
。
楽
し
い
の
は
、
フ
ァ
ミ

コ
ン
と
遊
ぶ
こ
と
。
フ
ァ
ミ
コ

ン
は
、
や
り
過
ぎ
る
と
怒
ら
れ

市
報
が
届
く
と
「
近
所
の

人
、
出
て
い
る
か
な
？
」
っ
て

家
族
で
見
ま
す
。
お
知
ら
せ
も

い
い
で
す
が
、
私
た
ち
の
興
味

の
出
る
コ
ー
ナ
ー
も
ほ
し
い
で

す
ね
。
休
日
は
、
読
書
や
買
物

で
も
冬
は
、
お
も
い
っ
き
り
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

る
け
ど
ね

③





司
国
副
画
題
悪
伺
宇

⑥
印
刷
所
か
ら
活
字
に
な
っ
て
送
ら
れ
た
校
正
の
紙

面
を
、
誤
字
や
脱
字
、
内
容
の
間
違
い
が
な
い
か

各
課
に
回
し
て
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

⑤

毎
月
一
五
日
に
な
る
と
、
各
課
が
担
当
し
て
い
る

コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
や
お
知
ら
せ
、
募
集
の
原
稿
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
原
稿
は
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
い
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
入
れ
て
印
刷
所
に
送
り
ま
す
。

；篝⑤



『グリーンフェア'93いばらき』から
鐸蕊蕊蕊蕊謹議蕊灘羅､‐

さんの顔が並びました。

臨
時
特
別
列
車
の
乗
客
の
み
な
さ
ん
に

い
さ
つ
す
る
大
久
保
市
長

…

あ
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一 蕊

鴬蕊蕊
林
業
、
そ
し
て
山
村
生
活
の
振
興
の
た
め
の
林
道

熊

蕊 号
至
花
貫
ダ
ム

灘

おおの よれだいら

大能･米平線
麩蕊蕊

艤識
＝＝

鑑琴ご差暑巽裳篭
牧
場

蕊議蕊
苧

q上大能地区から米平

地区につながる林道

です。

郷
纂

ｆ
喚
坤

》
鐸
祁…

一
）

閣
掛
函
凹
閃
閉
口
回
駐
聞
Ｆ

叩
Ｌ
魚
醍
圃
厚
甘
！

今
、
林
道
大
能
・
米
平
線
の
開

設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
国
と
県
の
補
助
を
受
け

昭
和
六
三
年
度
か
ら
始
ま
り
平
成

八
年
度
に
完
成
の
予
定
で
す
。

上
大
能
と
米
平
間
は
、
約
四
・

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
現
在
は

上
大
能
か
ら
約
二
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ま
で
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
橋
も
含
め
残
り
の

約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
開
設

工
事
を
、
引
き
続
き
進
め
て
い
き

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
道
は
、
木
々
が
覆

い
か
ぶ
さ
り
、
人
一
人
が
よ
う
や

く
通
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
道
で
し
た

そ
こ
で
、
道
幅
を
約
四
メ
ー
ト
ル

に
、
そ
し
て
ジ
ャ
リ
を
敷
き
、
自

動
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
開
設

し
て
い
ま
す
。

こ
の
林
道
が
完
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
植
林
や
間
伐
、
山
の
手
入

れ
、
そ
し
て
材
木
の
搬
出
が
容
易

に
な
り
、
林
業
の
経
済
効
果
が
上

が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
上
大
能
と
米
平
間
の

連
絡
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

山
村
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
道
路
に
な
に
り
ま
す
。

州
塒

晶

軋

踊

堺

ず
１
番
計
ｊ
手
品
騨
蕊
神
鬮
閨
悌
麗
罰

．……･★担当は、農林課です。 恋23 2111 内線454 ★

（
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／〃クノク 八/診〃否

第
二
回
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

■
■

ロ

識蕊鍛 ここ驚鱗鱗
ユ

1高萩市のビデオコンクールに8作品の応募が

あり、審査の結果、島名の佐藤重遠さんの作品

「穂積家」が優秀賞となり、その表彰式が、楽

しく遊ぶぼうみんなの広場のステージで行われ

ました。今年度もビデオコンクールを予定して

おりますので、ぜひ、ご応募ください。

…5月16日旧）

ふるさとの歴史を学ぼうと、小学生17人とそ

の親の参加により、ふるさと歴史探訪が行われ
みつじゆ

ました。講師に黒沢光寿さん（安良川） を迎え
じんぞう ･けん

歴史の講義を、そして松村任三生家や鈴木玄
じゆん

淳の墓などの史跡を見学し、高萩市を支え築

いてきた人々に思いをはせました。…5月8日(土）

⑧
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大
好
き

華
霞
韓
躍
憩
郵
識
翻
罰
鑑
還
＆
海
・
晶
鷲
認
叢
寧
暮
都
顛
舗
剥
観
嬉
脳
緊
舘
謂
認
覇
蟠
訊
對
騨
趣
裁
妙
蚤
蝿
鵡
終
誰
認
騨
嘩
濯
舞
翻
獺
翫
醇
翻
騨
搦
瑚
剥
群
醗
駝
韓
揮
鄙
婿
錦
瞭
蝿
舞
電

、
、
鈩
暫
琳
騨
穂
、

曇
識
f謡爬

富
田
優
子
さ
ん

（
上
手
綱
）

表
所
容
フ
の
、
野
、
Ｄ
化
輸
ジ

代
▲
内
る
板
は
分
ラ
Ｃ
型
に
ン

ん
業
れ
基
品
の
メ
ト
小
国
し

㈱
さ
事
ら
線
製
小
カ
ク
の
各
ヤ

ン
み
巳
▲
い
配
。
短
、
パ
ど
界
チ

カ
斗
良
９
用
ト
発
薄
は
ン
な
世
へ

シ
田
狐
に
ン
開
軽
で
．
車
、
端

二
島
調
器
リ
究
の
近
、
動
れ
先

萩
綱
機
プ
研
品
身
ラ
自
さ
最
。

高
長
手
子
ル
の
製
、
メ
、
用
の
す

：
社
上
電
ブ
そ
器
し
力
器
使
代
ま

名
役
・
・
級
シ
と
機
与
オ
機
に
時
い

社
締
地
高
キ
造
子
寄
デ
Ａ
品
し
て
… ▼昨年入社しました富田優

子さんを紹介します。▼彼

女は、昭和48年6月12日生

まれの双子座で、身長160

センチメートルです｡▼｢須
どるちえ

賀川の『独留馳」 というお

店のカントリーハンバーグ

が、量が多くて、すっごく

おいしいの」と話す彼女の

笑顔がチャーミングです。笑顔がチャーミングです。

ｰ

篝▼趣味は、 ドライブで、休

日には、那須や猪苗代方面にでかけるとか。その彼女

の将来の夢は、 日本中を旅行することです。▼そして

スポーツにも興味があり、冬はスキー、夏はテニスを

楽しんでいます。しかし､どちらもまだ未熟なため、練

習に励み早く上達したいと頑張っています。▼仕事は
ま じめ どうはりばん

真面目で、品質管理課でフレキシブル銅張板の製品の

特性検査にあたっています。▼現代女性に珍しく、素

直で謙虚な彼女、今度の休日はどこにドライブかな？

鰄
ー幹

第
一
九
回
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場

会場の森林公園には、 18団体が参加し、各団

体の特色あるコーナーが設けられ、約3,000人

でにぎわいました。NTTの工事用バケット車

に乗って、高さ約20メートルからの展望を楽し

む人、各中学校のPTAでは、木工コーナーで

交通安全を呼びかける看板作りに励むなど、思

い思いの一日を過ごしました。…5月16日（日）

⑨



滑
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運
動
の

と
出
会

内
初
の

ウ
を
発

に
資
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朝
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○
鉢
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で
に

ン
が
好

て
接
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γ

鵠
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諏
師
“
砥
淫

） 識
滋
蕊
惣
蕊
撫
蕊
鐵
索
違
紙
遮
頗
壊
系
騨
策
惣
気
蕊
飛
惣
蕊
窯

簿潔

（
》

バッターボックスに立ち、ピッチャーと対

面し、顔面蒼白、足の震えが止まらないよう

な緊張の中、息を止めじっとボールに集中す

る一瞬は、得難い貴重な体験ではないでしょ

うか。学校生活でも、 また何事に対しても集

中する心を養ってほしいものと思っています。

団員は二五人ですが、毎年減っているのが気

がかりです。伝統あるスポーツ少年団の復活

のため、みなさんの入団をお待ちしています。

入団は随時受け付けており、低学年、 または、

女子でも入団できますので、子どもさんと一

緒に練習を見に来てください。

練習日毎週日曜日の午前中練習場所高

萩小学校監督黒羽勝義コーチ斎藤勝

行、河野満、佐藤博、池澤博（敬称略）

「
ﾛ■■■■

松原野球スポーツ少年団のみなさんです

⑩



じようかくず

松岡藩城廓図と松岡小学校

作山正雄さん(安良川）

しゆうしょう

中山氏は、藩の学校として「就将
かん

館」を開設し、武芸を学ばせていま

した。写真の広場は練兵場となって

おり、現在の松岡小学校の敷地に当

たります。松岡小学校は、 この「就

将館」の建物を使用し、明治6年に
につしんしや

「日新舎」 と称して創立されました

松岡小・中学校北の裏山は、戦国

時代に地頭であった大塚氏がlll城を

築き、竜子山城と称しました。関ヶ

原の後、慶長7年(1602)出羽の戸

沢政盛の所領となり、竜子山城を改

築し、現在の松岡小学校の敷地まで

拡張して平山城の城廓を整備、名称

も松岡城と改めました。この時の地
とのまち たつなみちよう だいく まち

名が殿町や立浪町、大工町なと、と

今でも残っています。

戸沢氏は元和8年(1622) に出羽

の国へ国替えとなり、松岡城は水戸

藩に編入され、正保3年(1646)か

ら江戸末期までの約220年間は、水

戸藩家老中山氏によって統治されま

した。明治元年(1868)に松岡藩に

なりましたが、 これも明治4年の廃

藩置県によって廃止されました。

写真は、松岡藩当時の城廓図です（

松岡藩城廓図

罰遥

松岡小学校|日校舎

ー

驚職 鏑 鰕

この校舎は、大正3年(1914)に､[出電魚津鞠
捜尊ﾛピ韻 仁 [

新築され、昭和39年、現在の鉄筋校

舎に改築されるまで、松岡尋常高等

小学校、戦時中の松岡国民学校と約

50年もの間使用されました。

撚辮辮撚緯鈴耗鈴雑綜舞鈴撚撚撚総撚撚総撚蕊辨鍵蕊溌蕊雑報噺噺
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繁籍パーク・アルカディアには、宿泊施熱難舗

鐸設のケビ診村(104人収容) を始め､蕊蕊
繋藻自然に囲まれたスポーツ・レクリエー舟バﾉｰ､篭
蕊ｼｮﾝ､ 自然体験施設が嬢え…ぃ蝿､
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撚鍔露蒋
J1 , ざか f ､

難擬コース、テニスコート、野球場（ナイ辨辨蝋
蕊輔ター設備有り)、観察池、林間トレー轆辨胤
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遡
辮
鋤
蹴
燕

族
嚥
や
建
蕊

澗
然
撚
恥
《
振
舞

紙
認
識
宰
鋸
い
い
シ
」
籍

《
〃
講
説
》

》

椎茸「
ﾛ■■■■■■■■■F〒〒ﾏｰｰﾗ ｱｰ一言=一利

ゲーミ 、
1 1

ケ
／
ッ

味
料
を
入
れ
、
椎
茸
の
も

ど
し
汁
と
水
で
米
二

カ
ッ
プ
の
目
盛
り
ま

で
水
か
げ
ん
す
る
。

②
と
③
の
具
を
混

ぜ
て
炊
く
。
一
二
、

三
分
む
ら
す
。
⑤

絹
さ
や
は
沸
騰
湯
で

色
よ
く
ゆ
で
、
水
に

と
り
、
斜
め
細
切
り
に

す
る
。
ご
飯
を
器
に
盛
り

絹
さ
や
を
散
ら
す
。

①
炊
く
三
○
分
前
に
米
を
洗
っ
て
ざ
る
に
あ
げ
て

お
く
。
②
鶏
肉
は
厚
み
を
半
分
に
し
、
長
さ
三
セ

ン
チ
の
細
切
り
に
す
る
。
油
揚
げ
は
熱
湯
を
か
け

て
油
抜
き
し
、
開
い
て
三
セ
ン
チ
の
長
さ
の
細
切

り
に
す
る
。
干
し
椎
茸
は
水
に
つ
け
て
も
ど
し
て

お
き
軸
を
切
り
、
細
切
り
に
す
る
。
③
ご
ほ
う
と

人
参
は
皮
を
む
き
、
細
く
さ
さ
が
き
に
し
、
ご
ほ

う
は
酢
水
に
五
分
さ
ら
し
て
あ
く
ぬ
き
す
る
。
こ

ん
に
ゃ
く
は
三
セ
ン
チ
の
細
切
り
に
し
、
ゆ
で
こ

ぼ
す
。
④
炊
飯
器
に
米
と
調

椎
茸
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご
飯

ン
菊
地

鱗I難蕊 史ニク

か識泳｡縁“ “＃､ Ⅵ螺
つｵｺ 〆 ”》 、 "‘ ！h；

‘{ ；『報"； ， ;｡』
ん、， ､ 、､ 、蟻 ， 』

甲ﾐ 、 。 ；： ．熱” ’． ｛

戸*材料:辮潔卑踊鋪100g川
・ごぼう1/2本・人参l/3本

一

・こんにやく1/4枚・絹さや209
＊調味料・しょう油大さじ2．酒大さじ3
・塩小さじ1/3

…

鯉灘霞
篭蕊

蕊

蕊
踵罐

蕊

⑪



臆奪獅った

山野草震

写真でお寄せ
きってま-す。
＊

線262

晶
、
骨
歩
唖
琴 油

康

撚蕊 fと ，'穂鍵識
蕊鱗鬮騨

噴
琿
鵜
蝶
羽
覇

ｔ
苫
貼

10年ぶり3回目錘優勝

溌蕊蕊辮蕊鍵驚鵜

§

友愛と希望で結ぶ集いの

輪、第23回県北地域身体障害

者スポーツ大会が、金砂郷村

で開かれました。高萩市から

も約30人が参加し、みごと優

勝しました。思いがけない優

勝に参加者は大変喜んでいま

す。この大会での優勝は、 10

年ぶり 3回目です。

…5月16日(日）

瀞､蕊鷺
吟弓,

鍵

f噌憲-輪､汽驚
張
鋲
写

▲佐藤正義さん（島名）撮影 瀞

篝蹴‘
ー

か
わ
こ
え
や
す
ひ
さ

河
越
保
久
さ
ん

（
安
良
川
）

ｉ
一

スポーツ少年蕊のサッカー教室
可1
.令夛
‐沸劇：
b可科

童士
､Jq
さ叫

了電

豐
互鼎

ｑ
岡
田

約180人が参加して高浜グ

ランドで開かれた高萩サッ

カースポーツ少年団のサッ

カー教室で、元ブラジルと全

日本の代表だったセルジオ選

手や碓井博行選手にマンツー

マンで指導を受けました。こ

れからも一緒にプレーしたこ

とを忘れずに練習に励みたい

と思います。…5月22日出

ま
さ
る
勝
さ柏義夫先生(高萩)の「野

の仏」出版記念パーティー

が、高萩ビーチガーデンで

開かれました。野の仏たち

と対話を続けてきた先生の

姿に、故郷を愛する深い思

いを痛いほど感じました。

私たちが豊かさの代償に見

捨ててきた大切なものを、

目の前に示してくれたよう

に思いますね。 …5月18日(火）

ん
（
石
滝
）
撮
影

屯－

ひろ き

吉田大樹さん

(高萩小6年）

違反駐車這放キャンペーン

員・指導員・指導隊・母の会

など、約40人が参加して行わ

菊地久美子さんれました。…5月25日㈹

（中戸川）

（
》 へ屯

ざ
ぱ
瞳
証

さん さ る

瀧篝蔓製路凌溝掃

里
■
》
』

総食ボランティアサービスに協力鶴鳶…

社会福祉協議会の給食サー

ビスボランティアのみなさん

が、 月1回、一人暮らしのお

年寄りを訪問して温かいお弁

当を配っています。

常陽銀行では、そのお弁当

を配る運転ボランティアとし

て、 これから継続的に協力し

ていきます。…4月28日(水）

し
ら
じ
‐
わ

ぐ
白
岩
定
夫
さ
ん

！
蕊

零蕊1

識 鷺
（
安
良
川
）
撮
影

鞠
磯

っとむ

清水勉さん

(常陽銀行）

§
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高萩雲察署で写真展
し
加
瀬
孝
雄
さ
ん
（
東
本
町
）
撮
影

高萩警察署で、県警察本
と き わ

部の撮季和写友会(15人）

による写真展を開きました。

私の撮影した高萩警察署管

内の観光名所の四季の風景

などを始め19点を展示しま

した。

…4月27日(火)～5月11日(火）

-,

け
い
こ

北
村
珪
子
さ
ん

（
本
町
）

蝉

今回で6回目を迎えた

山野草展には、 426点の

作品が展示されました。

展示の配置がよく、見学

のみなさんにも好評で、

今まで以上に盛り上がり

ました。野辺に静かに咲

く野草に、あらためて可

れんさを感じました。

…5月14日(金)～16日旧）

一■】

加瀬孝雄さん

（東本町）

高萩国際交流の集い

第19回高萩国際交流の集

いが、 13か国45人の留学生

を迎え開かれました｡ 4回

目の参加ですが、今年はア

イルランドのデビット〈ん

を迎え、 5家族で恒例のバ

ーベキューなどを楽しみま

｢野鯵仏』 －

出版ﾉ《一ティー

した。今では我が家のゴー

ルデンウイークの行事です｡佐川秀次さん
…5月3日(月)～5日（水） （島名）

Ｊ
凡
一
く
．
心
４

レ
松
崎
一
和
さ
ん
（
島
名
）
撮
影

『
珍
騒

下君田地区で植樹祭
抄
代
田

高萩営林署主催の植樹祭

が､下君田地区の国有林(愛

林記念の森）で開かれまし

た。林業関係者や緑のオー

ナーなど、約250人が参加

して、全員で2年生スギ

苗、約300本を一本一本､て

いねいに植樹しました。

･･ ･5月12日(水）

ゆ
た
力裕
さ
ん
（
有
明
町
）
撮
影

…

清》
よしかず

大森喜一さん

（有明町）

学校田で楽しい田植え
ー

し
赤
津
行
男
さ
ん

去年は初めてで、田植え

が上手にできませんでした

が、今年は、 きちんとでき

ました。学校田に入って、

一つずつ稲の苗を植えまし

た。歩くのが不自由でした

が、秋の収穫のころがとて

も楽しみです。

…5月13日(洞

＝ 松
本
ト
シ
子
さ
ん

（
石
滝
）

~

鎚競簿譲醸繋議溌 篭

蝉

（
松
岡
中
学
校
）
撮
影

鯵

議劉鍾婁 籔
鶏
鍵

霊

議瀞職

爵騨
三 ． .

蕊
､鎌

-雫

根本真弓さん

(松岡中2年）鷺蕊
露曇 石滝老人クラブでは、約30

人が参加して、 6号国道沿い

にある花員三叉路の草引きや

清掃を年に5， 6回行ってい

ます。ここは、高萩の玄関口

だし、いつもきれいにしてお

きたいので空き缶のポイ捨て

はやめてほしいですね。

…5月26日(水）

玉

駿
譲蕊

LP

jve
④

画｡⑳．
1，

●

●
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呉

、 〆

◎市役所……冠23-2111

・テレフォンサービス市政案内……盆23-1151,1152
その3－

乳
劫
恒
桧
診
と

缶
叉
ウ
き
し
ょ
う
〃
．

と
き
七
月
八
日
㈱

午
後
一
時
三
○
分

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
大
会
議
室

対
象
者
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
無
料

申
し
込
み
当
日
、
中
央
公
民
館
へ
・

講
師
日
本
赤
十
字
社

救
急
法
指
導
員

内
容
海
や
プ
ー
ル
で
の
水
の
事

故
に
対
す
る
応
急
手
当
て

（
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ツ

そ
せ
い
ほ
う

サ
ー
ジ
等
の
蘇
生
法
）

蕊
市
民
体

司十

ワに
‘ 十1’

かに

RL

1見今
フ

簿迂
診が
← い

とう

ノ

乏
歳
恒
歯
為
鱈
診
賎

。P

逹
立
心
し
了
ね
・

し

社
会
福
祉
協
議
会
内
線
二
灘
蕊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
学
習

を
と
お
し
て
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て

の
理
解
と
社
会
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
第
六
回
中
学
生
、
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
あ
な
た
も
そ
の
実
行
委
員
と
し

て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
七
月
三
○
日
㈱
か
ら
八
月

一
日
㈲
ま
で
の
二
泊
三
日

と
こ
ろ
市
内
の
各
福
祉
施
設

宿
泊
大
心
苑

対
象
者
市
内
の
高
校
生
、
ま
た
は
、

市
内
の
高
校
へ
通
学
す
る

生
徒

募
集
人
員
一
○
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み
六
月
一
二
日
側
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ Z，蜘:唾…1･試蝋

鉦

訂

家
庭
教
育
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
と

し
て
、
木
材
青
壮
年
協
会
高
萩
支
部

の
後
援
に
よ
り
親
子
木
工
教
室
を
開

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

と
き
七
月
一
○
日
出

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
。

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

対
象
者
小
・
中
学
生

参
加
費
親
子
五
○
○
円
、

子
ど
も
だ
け
三
○
○
円

講
師
木
材
青
壮
年
協
会
会
員

＊
な
お
、
完
成
作
品
は
「
高
萩
市
こ

ど
も
作
品
展
」
に
出
品
予
定
で
す
。

材
料
・
道
具
は
主
催
者
側
で
用
意
し

ま
す
。
当
日
は
昼
食
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

（
》

鞍
蕊
膨
目
』

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

、

QO
6

まちづくりを支える

と
き
七
月
一
八
日
側

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

主
催
高
萩
市
体
育
協
会

参
加
資
格
市
内
居
住
者
・
勤
務
者

競
技
方
法
一
八
ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
新
ペ

リ
ァ
方
式
）

定
貝
一
六
○
人
（
先
着
順
）

参
加
費
三
，
○
○
○
円

プ
レ
ー
費
各
自
負
担

申
し
込
み
六
月
二
二
日
㈹
か
ら
参

加
費
を
添
え
て
市
民
体
育

館
へ
。

市
民
体
育
館
恐
一
一
三
’
二
五
五
塞
織

⑭
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益
子
賢
唾
室
弘
い
二
癖
『
謁
酌

高
萩
ま
つ
り
の
松
原
音
頭
の
踊
り

に
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

と
き
六
月
一
二
日
幽
・
二
六
日

田
、
七
月
三
日
出
・
一
○

日
出

と
こ
ろ
駒
形
集
会
所

図
書
館
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
う
蝋
Ⅷ

盃
二
三
’
七
一
七
職

と
き
七
月
二
日
側
午
前
八
時

三
○
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
。

と
こ
ろ
図
書
館
会
議
室
（
二
階
）

対
象
子
ど
も
会
指
導
者
、
教
育

関
係
者
、
そ
の
他
高
校
生

以
上
の
希
望
者

誌
師
県
視
聴
覚
教
育
指
導
員

こ
、
つ
い
ふ
つ
る
や
う

田
中
鑛
一
郎
先
生

参
加
費
一
↑
○
○
○
円
（
テ
キ
ス

ト
、
昼
食
、
写
真
代
）

定
員
二
○
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
て
六
月

三
○
日
㈱
ま
で
に
。

（
た
だ
し
、
休
館
日
の
月
曜
日

は
除
き
ま
す
。
）

一
蕊

橡
鵬
隠
議
蕊
蕊

熟

｜
参
加
費
無
料

「
育
児
が
終
わ
っ
た
の
で
働
き
た

い
」
と
考
え
て
い
る
人
に
、
役
立
つ

知
識
（
税
金
、
保
険
な
ど
。
）
や
就

職
・
求
人
情
報
、
適
性
検
査
、
ワ
ー

プ
ロ
の
技
法
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

あ
な
た
も
女
性
の
た
め
の
ナ
イ
ス

ワ
ー
ク
（
再
就
職
準
備
）
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
七
月
一
五
日
嗣
か
ら
二
三

日
㈱
ま
で
。
土
、
日
、
祭

日
を
除
き
ま
す
。
）

午
前
一
○
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

と
こ
ろ
高
萩
市
商
工
会

定
貝
二
○
人
（
先
着
順
）

参
加
費
無
料

盆
○
’
一
九
一
一
’
’
二
’
一
一
燕
》
畷
蕊
一

零
一
》
寺
》
》
《
唾

平
成
五
年
度
の
茨
城
県
警
察
官
Ａ

（
大
学
卒
）
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
六
月
三
○
日
附
ま
で
。

試
験
日
（
第
一
次
）

七
月
二
日
側

詳
し
く
は
、
高
萩
警
察
署
ま
た

は
、
最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ー

品

群
舞
総
蕊
忠
卿
篭
↑

～

唾
貼

高
萩
写
友
会
で
は
、
た
だ
い
ま
作

品
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
六
月
三
○
日
伽
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
郵
便
局
ロ
ビ
ー

作
品
約
二
○
点
（
四
シ
切
以
上
）

み
ち
と

鍛
蕊
尾
道
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

高
萩
市
出
身
の
ビ
ク
タ
ー
専
属
民
謡

歌
手
、
沼
尾
道
人
さ
ん
（
板
橋
区
）

が
、
松
岡
中
学
校
第
六
回
卒
業
生
の

応
援
で
、
郷
土
の
民
謡
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま
す
。
市

社
会
福
祉
協
議
会
も
後
援
し
て
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

と
き
六
月
二
七
日
⑧

午
後
二
時
開
演

と
こ
ろ
文
化
会
館

入
場
料
一
，
○
○
○
円

受
付
期
間
六
月
一
四
日
側
か
ら
七

月
九
日
㈱
ま
で
。

申
し
込
み
茨
城
雇
用
促
進
セ
ン

々
／
－
１
へ
○

款
写
友
会
の
作
品
展

漁

＝

…

》
謎

と
き
八
月
二
七
日
㈱

午
後
六
時
三
○
分
開
演

チ
ケ
ッ
ト
四
、
五
○
○
円

（
全
席
指
定
）

＊
好
評
発
売
中

プ
レ
イ
カ
イ
ド
…
田
所
書
店
‐
仲
屋
耆

店
，
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
サ
カ
モ
ト
・
高
萩
イ

ン
タ
ー
店
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上

島
名
ね
も
と
。
高
浜
や
お
け
ん
．
川
上

か
ね
こ
（
十
王
）
，
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
‐
日
立
市
民
会
館
‐
日
立
シ
ピ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
，
文
化
会
館

文
化
会
館
ガ
イ
ド

戦

笈
鰯
鰄
鐵
鶴
町
七
飼

叩
…
叫

ｕ
、
州

叩
＄
叫
押

ｕ
期
も

＄

を墨や

＃ Q
lル

万
一
一

zeネ
寵

守 彦フ 乗
車
人
員
の
問
題
で
す
。
一
二
歳

未
満
の
子
ど
も
は
、
三
人
で
大
人

二
人
分
で
す
。

○
か
×
か
。

Ｑ
３
自
動
車
の
法
定
速
度

は
、
全
て
六
○
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
す
。

○
か
×
か
。

→

雨
く
ｉ
、

『
Ⅲ
Ⅲ
衲
拶苗

#

Ｑ
２
車
庫
証

戦
瀞

次
の
う
ち
ど
れ

で
し
ょ
う
。

①
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
内

②
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

③
二
キ
ロ

総

メ
ー
ト
ル

以
内

二三二二

子さん（松岡中2年）

■
ま、 16ページの下欄をご覧<ださ↓

⑮



…

了月の圓圓当冒目刀
午前9 : 00

1

午後4 ： 00

口這
一

水
道
〆
可
汐
１
交
換
鰯
《

一
毎
ゞ
《
一
お
錫
騒
ぜ

窓
道
議
■
磯
瀧
慈
二
二
’
三
撫
騨
二

、
叩
轍
趣

馥
嚥
職
戦

叩

“

“
、

伽
深

雑

錬

蛎

，

獄

叩

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
検
定
有
効
期

間
（
八
年
）
を
過
ぎ
る
と
引
き
続
き
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
度

中
に
有
効
期
限
を
迎
え
る
水
道
の
メ
ー

タ
ー
は
、
六
月
七
日
側
か
ら
六
月
一
五

日
㈹
の
期
間
に
、
指
定
工
事
店
が
み
な

さ
ん
の
家
庭
に
お
伺
い
し
て
、
新
し
い

メ
ー
タ
ー
と
交
換
し
ま
す
。

こ
の
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お

年

壗

迩

切

三

溌
徳
垂
＆

》
く

住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度

舞
毎
《

犠
辛
》
》
一

六
○
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
す

る
、
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う

と
す
る
人
で
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
専

用
の
部
屋
な
ど
を
増
・
改
築
、
ま
た
は
、

改
造
し
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
高
齢
者
住
宅
整
備
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
資
金
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
積

立
金
還
元
融
資
に
よ
る
も
の
で
す
。

貸
付
金
限
度
額

一
件
二
二
六
万
四
千
円

貸
付
件
数
四
件

貸
付
利
率
年
三
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
期
限
一
○
か
年

申
込
期
間
七
月
三
○
日
㈲ー

〆
こ
の
ほ
ど
、
高
萩
市
観
光
協
会
で
は
、

高
萩
市
の
四
季
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光

名
刺
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
高
萩
市
の

四
季
の
観
光
名
刺
は
、
春
が
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨

城
衛
星
通
信
所
の
桜
、
夏
が
高
戸
小
浜

海
岸
、
秋
が
紅
葉
の
花
貫
渓
谷
、
冬
が

雪
の
花
貫
ダ
ム
の
四
枚
か
ら
な
っ
て
い
ま

半
。
ノ
○

■■

高

萩
市
の
四
季
の
観
光
名
刺
を
販
売
し
ま
す

弓＝■

医
穂
霜
社
費
斌
睡
一
口
〕

簸
溌
蕊
給
憲
議
職
更
新

燃
耀
嬢
罐
毒
蕊
撫
蕊
雛
三
窪

現
在
あ
な
た
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る

⑬
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
（
乳
児
は

KDD茨城衛星通信所の桜

商
工
観
光

w 凸 1 1 mⅥ 叩Ⅵ 11 俵 1 鐸職吐僻誕…琵亦乳 世… uし H祁岬 L…T門…一

裳
内
高
萩
市
観
光
協
会

一
組
（
一
○
○
枚
×
四
種
類
）
が
一
‘
○

○
○
円
で
す
。

み
な
さ
ん
も
高
萩
市
の
観
光
名
刺
で

自
分
の
名
刺
を
作
っ
て
、
高
萩
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
商

工
観
光
課
内
高
萩
市
観
光
協
会
へ
。

除
く
。
）
は
、
六
月
三
○
日
伽
で
使
え

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
受
給
者

証
を
受
け
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
七
月
一
日

㈱
以
降
の
医
療
福
祉
費
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
旧
受
給

者
証
、
印
か
ん
、
通
知
書
を
持
参
の
う

え
、
次
の
日
程
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〆へ

句戸

磯､秋簿、と
き
六
月
二
八
日
側
か
ら
三
○
日

伽
の
午
前
八
時
三
○
分
か
ら

午
後
五
時
一
五
分
ま
で
。

と
こ
ろ
保
険
年
金
課

ﾖ

＊
な
お
、
該
当
者
に
は
個
人
通
知
を
し

ま
す
。

蕊
鶏
鑓
罐
§
喜
蕊

篝
諺． ’ ~毛 穀

撫惑
脚

,唾# ﾑ ｬ

内
線
四

牌

{‐峨総
搾蝿H L#郡 1恥Ⅶ和 I繩

鱗騨
寒
寒
震
罎
》
雲
塞
雲§震

一
ハ
｜
’

灘

匙”爾頁” 紅葉の花貫渓谷

、
○(50ccバイクは従来どおり30キロですが､自動車の法定速度の区分は撤廃され60キロとなりましたり解答です｡Q10､ Q2③、 Q*15ページの交通クィ

⑯

4日

11日

18日

25日

諸原医院

立花医院

十王医院

宍戸医院

内田医院

高 ロ

東本町

十王町

安良川

大和町

a23-3113

恋22-3512

盆32 3266

盃23-2318
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高
萩
海
水
浴
場
の
海
開
き
と
高
萩

ま
つ
り
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
萩
海
水
浴
場
の
開
設

と
き
七
月
一
七
日
出
か
ら
八
月

一
五
日
側
ま
で
。

と
こ
ろ
有
明
海
岸
の
離
岸
堤
前

第
二
三
回
高
萩
ま
つ
り

と
き
七
月
二
四
日
出
、

二
五
日
⑧

憾
瀧
刈

海
開
窪
と
高
萩
蕊
つ
り

簿
溌
難
騨
議
蕃
蕊
辮
嬢
溌
鐸

市
民
憲
章
の
〃
自
然
を
た
い
せ
つ

に
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
″
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

今
年
も
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
き
七
月
二
日
卿
午
前
八
時

か
ら
（
小
雨
決
行
、
雨
天

の
場
合
は
七
月
一
八
日
㈲

に
行
い
ま
す
。
）

と
こ
ろ
有
明
・
高
浜
海
岸

海
岸
清
掃
を
行
ｌ
ま
す

蕊
建
脅
唇

蕊
鑑
蕊
馨
職
…
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
銀
行
等
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
払
い
込
み
が
で
き
て
大
変
便
利

で
す
。
お
申
し
込
み
は
、
県
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
Ｊ
Ａ
（
農
協
）

等
の
各
窓
口
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
郵
便
局
で
は
取
り
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
。
）

取
引
先
の
金
融
機
関
の
口
座
の
印

か
ん
を
持
参
の
う
え
、
七
月
一
四
日

伽
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼安心を手から手へ▼国民年金…③
20歳以上の大

学．專修（専門）

学校などの昼間部

の学生のみなさん

も国民年金加入が

義務づけられまし

た。加入手続きを

しないと、万一、

障害者になっても

障害基礎年金が受

けられなくなりま

す。 また、 65歳に

なっても満額の老

齢基礎年金が受給

できないことにな

ります。

加入手続きは、

保険年金課国民年保険年金課国民年

婁堂城tMXi
も瓦鼎 孟

鄙 ､ ﾉfL 4､ J ﾑ ‘ i 、 ､息､ や

" ｩ ､争興 、い , 魁 ＊ ､γ守 ？; ､Y ‘

坐 視 . ､

-落唾

品

k J年釜零帳獄識；

議識蕊泳；
蚤

学

燕

薄
唱
燭
総 津擬辮‘灘

ー

樹
這
唾
調
蛮
心
髄
翰
切

Ⅷ
溌
掘
唾
↑
立
毒
入
り

》
蕊
蕊
蕊
》
謹
蕊
議

大
北
川
総
合
開
発
事
業
（
小
山
ダ

ユナカフ.ス橘
一 調査立ち入り区域

′一一一一一一一一 一一一一一一

／

」

金係でしてください。

保険料を毎月納めるのが大変な人は、申請

により保険料が免除されることがあります。

免除申請の手続きは、申請書の他に印かん、

学生証の写し、世帯主等の所得証明書（源泉

徴収票）が必要です。

すでに、学校を卒業された人で就職し、厚

生年金や共済組合に加入した場合は、国民年

金の種別変更の手続きが必要です。

種別変更の手続きに必要なもの

印かん

健康保険証か厚生年金の手帳

国民年金の手帳

北
川
左
・
右
岸
幅
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
区
域
）

②
上
手
綱
字
仙
道
坂
Ｉ
北
茨
城
市
中

郷
町
大
字
松
井
Ｉ
横
川
字
向
平
地
先

（
高
萩
市
道
二
五
号
線
、
北
茨
城

市
道
仙
道
坂
下
横
川
線
猪
場
作
周
辺

.ー

日
附
ま
で

横
川
地
先
（
常
磐
興
産
横

Ｉ
ユ
ナ
カ
フ
ス
橋
間
の
大

月
七
日
側
か
ら
平
‐
成
六
年

ム
）
の
た
め

ｉ
，
し
わ
き
線
に
、
上
図
の

土
地
へ
立
ち

入
り
ま
す
の

で
、
よ
る
し

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
付
替

石
山
調
査
、
工
事
用
道
路

林
道
の
測
量
や
調
査
及
び

め
に
行
う
も
の
で
す
。

保険年金課 壷23-2111内線232

農
民
文
人
、
故
荒
川
裕
介
さ
ん
（
下

手
綱
）
の
遺
作
歌
集
が
、
こ
の
ほ
ど

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
生
前
、

農
業
を
し
な
が
ら
歴
史
や
文
学
、
害
、

て
ん
二
ノ
、

蒙
刻
な
ど
を
独
学
で
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
高
萩
歌
人
会
や
中
央

公
民
館
歴
史
ク
ラ
ブ
の
創
設
な
ど
に

も
参
画
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
遺

族
の
手
に
よ
っ
て
、
短
歌
や
俳
句
、

漢
詩
な
ど
、
約
三
○
○
首
を
遺
作
歌

集
と
し
て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
、
親

戚
や
友
人
に
配
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
残
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

遺
作
歌
集
（
”
Ｆ
ぷ

熟
故
郷
の
花
詫
潅
出
版

調
理
師
試
験
一
諏
津
〆
〆

職
鶴
議
籍
蕊
蕊
蕊
蕊
識
蕊
蕊
蕊

願
耆
受
付
日
七
月
二
二
日
嗣
、
二

三
日
㈱
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
三
○
分
ま
で
。

受
付
場
所
高
萩
保
健
所

試
験
日
八
月
二
○
日
㈱

試
験
場
水
城
高
等
学
校
（
水
戸
市
）

及
び
高
萩
市
道
三
○
五
四
号
線
左
・

右
幅
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
区
域
）

上
手
綱
字
大
平
、
字
仙
道
坂
地
先
（
県

道
高
萩
・
塙
線
、
左
・
右
岸
幅
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域
）

⑰
一剣



おめでとうございます
ーグⅡ、一プ』､－〆』､－ダムL一プム,一ダム､一ダ6帖一グ』､ 〆』､ 〆』､ 〆』､ "凸､ 〆1 ， 〆1， プ6,

春の園遊会にご招待
全国納税貯蓄組合連合会副会長

ダム､一プ4,-〆6， グ』ダム､ グ1，－グ4，－〆』､ グ』､ 子山, 〆』

熱五等嬬學章春の叙勲 ●●●●●①

更堆保護
佐藤一夫さん（73歳） ．島名 石安太郎さん（74歳） ・春日町

登喜さん（69歳）

昨年の秋の叙勲で

勲五等瑞宝章を受け

られ、全国納税貯蓄

組合連合会副会長を

務められている石安

太郎さんと登喜さん

ご夫妻に、天皇皇后

両陛下から5月20日

(村に東京の元赤坂の

赤坂御苑で行われた

春の園遊会の招待状

が届きました。

この園遊会には、

佐藤さんは、昭和

24年に司法保護委員

を委嘱されて以来、

現在まで43年余の長

きにわたり、保護司

の活動を続けてきま

した。高萩市は、か

つて炭鉱地帯のため

人の流動が多く、保

護観察にあたっては

鐘霧錘”
ざ

、

蕊叢蜂鐸

蕊掌､奄塞蕊
諦 ､ ﾆﾆ 設

一
》

さまざまな困難もありました。

佐藤さんは、昭和44年に、高萩地区（現北地区＝高

萩・北茨城市、十王町）保護司会理事に就任、昭和55年

からは地区保護司会総務部長に、平成4年には同副会長

に選任されました。また、同じく平成4年からは、高萩

分区（高萩市、十王町）会長に就任され、引き続き会の

運営、発展に尽力されています。

喜びの声…これ以上の名誉はありません。妻や地域のみ

なさんに支えられた受章と大変喜んでいます。今後も罪

を犯した人の更生・指導や犯罪予防など、社会の浄化の

ため奉仕の精神を持って頑張ります。

vか一、早〃一､い一ﾍv公一桑甲ノー、T〆一A1少一A7"一ATノーT少－1"一U公一リム－7ムーャ段一?為一?を一

100歳の双子の姉妹の成田きんさん、蟹江ぎんさんを始 ラ｜

め、各界の功績者など､全国から約2600人が招待されま i
した。県内からは石さんを始め9人のみなさんが招待さ 1
れました。

喜びの声…思いがけず､すばらしい赤坂御苑の園遊会に 」
ご招待をいただき、たいへんありがたいことと感激して 』
います。今年は、特に私たちの金婚式の年なので、とて 1
もよい思い出になりました。

い ､ぃ ､,〆 ､,〆 ､," ､," 、,少 ､咳 、v" 、,少 ､ぃ へ,〆 ､ぃ ､," ､『" ､v〆 ､T" ﾍい

◎
胡
麻
田
一
己
（
高
萩
）
…
県
民
総
合
体

す
も
う

育
大
会
（
中
学
校
相
撲
の
部
）
第
二
位
、

第
一
六
回
関
東
中
学
体
育
大
会
（
相
撲
の

部
）
第
二
位

や
す
た
か

◎
根
本
泰
孝
（
島
名
）
…
関
東
高
等
学
校

ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
茨
城
県
大
会
（
フ
ェ

ザ
ー
級
）
優
勝
、
全
国
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ

選
抜
大
会
茨
城
県
大
会
（
フ
ェ
ザ
ー
級
）

第
二
位 平

成
四
年
度
の
各
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
、
五
月
二
九
日
出
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
第
七
回
高
萩

市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

蕊蝉謹
蕊；‘ h ､革 uJ &蝿卜鼠fJ鋲い群r溌騨一

賎藝

競
技
優
秀
者

第
七
回
高
萩
市
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
会

（
》

スポーツ振興大会で表彰されたみなさんです

く
に
あ
き

◎
斎
藤
邦
明
（
高
萩
）
…
平
成
四
年
度
茨

城
県
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
八
○
○

メ
ー
ト
ル
走
優
勝
、
平
成
四
年
度
茨
城
県

定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
四
○
○
メ
ー
ト

ル
走
優
勝ゆ
か

◎
蛭
田
裕
香
（
北
茨
城
市
）
：
・
第
二
三
回

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

第
二
位
ま

〉

ご

ひ

ろ

◎
花
岡
雅
大
（
有
明
町
）
…
全
国
少
年
空

手
道
選
手
権
大
会
第
三
位
、
全
国
少
年
空

手
道
選
手
権
大
会
関
東
地
区
大
会
優
勝

じ
つ
せ
い

◎
斎
藤
実
誠
（
日
立
市
）
…
全
国
少
年
空

手
選
手
権
大
会
第
五
位
、
全
国
少
年
空
手

選
手
権
大
会
関
東
地
区
大
会
優
勝

ふ
み
ひ
と

◎
大
松
史
人
（
秋
山
）
…
全
関
東
高
等
学

校
弓
道
個
人
選
手
権
茨
城
県
大
会
優
勝

◎
高
萩
中
学
校
…
平
成
四
年
度
茨
城
県
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会
第
二
位

◎
高
萩
小
堀
…
高
松
宮
賜
杯
第
三
六
回
全

日
本
軟
式
野
球
大
会
茨
城
県
大
会
準
優

勝
、
関
東
Ｂ
級
軟
式
野
球
大
会
優
勝

◎
高
萩
市
役
所
野
球
部
：
．
平
成
四
年
度
県

民
総
合
体
育
大
会
兼
国
民
体
育
大
会
茨
城

県
大
会
野
球
の
部
優
勝

◎
高
萩
高
等
学
校
弓
道
部
．
：
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
茨
城
県
大
会
優
勝

⑱



鬮
錦
誉
亜
熱
Ｊ
訓

~腰
が

視
野
を
広
げ
る

絶
好
の
場

14‘

"蜘奄■
私、
篭
．:疹一テ

霞：
:により二傭
までは一蕊

．Ⅸ簿昌

篝
きたので

少気を使

しは、私．､

ｌ
、

謬鞍

回社会福祉へ

第12回市民ギャラリ

行委員会（50,000円

労金ふれあいモータ

広伸さん(13,083円

…蕊蕊蕊

－第6回春の山野草展実

一ショー運営委員会岩間
今年から、弟の大学進学により二涛．

人暮らしをしています｡今までは一蕊
．Ⅸ薄目、

篝
人で、のびのびと暮らしてきたので

すが、共同生活となると多少気を使

います。東京での一人暮らしは、私澪
に生活することの難しさを教えて<灘

蕊
れました。 弱:‘

現在は､就職活動を中心に、 日々､蟻
：軽

充実しています。大学というところ“

鰯雲鑿謙購豐‘■
で何かを享受しあうところでもあり慰

ます。 自分の視野を広げる絶好の場

であると思います” 覇

回香典返しの一部

幸楽鮨渡辺介さ ん・春日町(100,000円）

回図書館へ

古耆＝吉田清さん

古書＝鈴木知美さん

安良川

安良川

回第一幼稚園へ

第一幼稚園父母と先生の会（キングブロック

明
治
大
学
の

小
套
９
み

鰄聯織騨鍵

①

目
〆

悩まず
ヘ騨
辮し ,割_二、

fざや
を…（無料）市

●

役所窓23-2111

行政相談 ｡交通事故相談IC
、

6月16日 （水)/午前10～午後3

時／市民相談室／市民活動課・

内線261

6月10日 （木） と24日 （木)/

午後l～3時／市民相談室／鈴木

清相談員／市民活動課・内線

261

数35,371人(-12）総
I〆－ー

需 口
17,447人（

17,924人（

11, 153世帯（

＋6）

-18）

＋28）

男
女

子ども(小･中学生)相談 lo補装具の巡回相談● ー

6月25日 （金）／午前9～12時／

高萩市民センター盆22-5683／

身体障害者手帳とハンコを持参

のこと｡／福祉事務所・内線353

日時を電話で打ち合わせてネ。

教育委員会指導課盆23-11315月1日現在です。 （ ）内は前月比です

健康・育児相談●

へんしゅうこうき 毎週月曜日／午前9～11時

保健センター恋24-2121※
今
月
で
、
「
市
報
た
か
は
ぎ
」
が
四
○
○
号
を
迎
え

ま
し
た
。
初
め
て
市
民
活
動
課
へ
異
動
し
て
、
作
っ

た
市
報
が
二
九
○
号
で
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
、
た
く
さ

ん
の
時
が
流
れ
去
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
毎
月

締
め
切
り
に
追
わ
れ
、
そ
の
数
も
二
一
回
を
数
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
こ
の
「
市
報
た
か
は

ぎ
」
六
月
号
の
作
業
も
終
わ
り
ま
し
た
…
。
（
春
）

※
「
小
、
中
学
生
は
、
決
ま
り
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
《

で
も
高
校
生
に
な
る
と
、
ト
イ
レ
や
布
団
な
ど
に
い

た
ず
ら
を
残
す
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」
と
表
紙
の
ル

ー
ム
係
の
み
な
さ
ん
。
そ
の
始
末
に
悪
戦
苦
闘
す
る

み
な
さ
ん
は
、
全
身
汗
び
っ
し
ょ
り
。
公
共
物
や
も

の
を
大
切
に
し
な
く
な
る
の
は
、
大
人
に
近
づ
く
一

歩
手
前
の
子
、
そ
し
て
大
人
の
よ
う
で
す
。
…
ヒ
ロ

・人権相談(敬称略）
人権については､永山美知雄(下

のぶお

手綱)、北畠暢男（本町)、鈴木

廣美（上君田)、原口咲子（春

日町)、大平喜美子（本町）へ。

ことばの教室●

日時を電話で打ち合わせてネ

高萩小学校念23-4240

心配ごと相談●

｡交通事故相談毎週木曜日／午後l～3時

市民センター盆22-5683

社会福祉協議会・内線354

月～金曜日／午前9時～午後4時

30分／茨城県中央交通事故相談

所・水戸市棚町1丁目／水戸合同

庁舎3階恐(0292)25-2803内線

2370･2371/弁護士相談日は毎

週水曜日午後l～4時／相談は無

料です。

家庭児童相談●

毎週火曜日／午後l～3時

市民センター恋22-5683

福祉事務所・内線352
■

⑲
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際 鰯
躍
撰
存 毒蕊議

乱識雰晶龍蕊錘

ー

篝＊雌

平
成
五
年
度
の
学
級
や
講
座
生
は
、
中
央
公
民
館
が

八
○
七
人
、
松
岡
地
区
公
民
館
が
三
一
五
人
に
な
り
ま

し
た
。
六
月
二
日
㈱
に
は
、
文
化
会
館
で
そ
の
合
同
開

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
自
が
自
由
時
間
を
活
用
し
、
仲
間

と
と
も
に
学
び
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
、

趣
味
や
特
技
を
伸
ば
し
、
生
き
が
い
感
の
あ
る
日
々
を

送
ろ
う
と
受
講
さ
れ
る
人
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
茨
城
大
学
生
涯
教
育
セ

ン
タ
ー
の
協
力
で
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座

も
開
講
し
ま
し
た
。
公
開
講
座
は
、
七
月
三
一
日
出
ま

で
開
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
開
設
し
た
学
級
や
講
座
の
中
で
、
自
分
が

望
ん
だ
も
の
が
な
い
と
か
、
時
間
が
合
わ
な
い
と
か
で
、

受
講
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
み
な
さ
ん
に
も
、
今
後
、
こ
れ
ら
に
参
加

で
き
る
機
会
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
の
生
涯
学
習
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
で
す
。

生
涯
学
習
推
進
計
画

先
に
行
い
ま
し
た
生
涯
学
習
に
関
す
る
市
民
の
み
な

習
の
機
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す

マナビィ<ん

『
生
涯
学
習
推
進
計
画
』
が
で
き
ま
し
た

（
）

I■■■ I■■■ l■■■ ロ■■■■■■■ I■■■ I■■■ I■■■■■■■ I■■■ l■■■ I■■■ Ⅱ■■■ l■■■ I■■■ l■■■ 1■■■ I■■■ I■■■ I■■唾 l■■■■■■■ ロ■■■

q生涯学習まちづくり公

開講座の応募者は、約

150人｡女性の参加が目

立ちます。

（写真は5月29日出の

長谷川幸介先生の「世

代をつなぐまちづくり」

講座のようす。

l■■■■■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ I■■■ ロ■■■ l■■■ I■■■■■■■ I■■■ I■■■■u瞳■■■■■ ロ■■■ I■■■ロ■■■

（
）

さ
ん
の
意
識
調
査
を
基
に
し
て
、
『
高
萩
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
作
成
に
は
、
各
分

野
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
で
推
進
委
員
会
を
構
成
し

て
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
書
で
は
、
生
涯
学
習
の
目
標
を
『
海
と
緑

を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
と
し
て
、
活
力
と
潤
い

の
あ
る
市
民
生
活
を
築
く
た
め
に
』
と
掲
げ
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
生
涯
学
習
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、

そ
の
推
進
に
お
け
る
基
本
構
想
の
枠
組
み
、
ま
た
、
基

本
方
向
と
し
て
、
学
習
活
動
の
支
援
や
事
業
の
拡
充
、

学
習
施
設
・
条
件
の
整
備
、
そ
し
て
こ
の
事
業
を
進
め

る
た
め
の
体
系
の
確
立
な
ど
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
言
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
指
針
に

ゞ
皇
琴

掲
げ
、
関
係

か
し
た
生
涯
学
習
を
進
め

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

機
関
に
も
配

蕊
"蕊“；

彦猿芽穆ぐ

峨

啼

噸

伽

窓
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